







































of American Colleges and Universities, 略
称 AAC ＆ U）3 の機関誌 Liberal Education 
の 2004 年冬季号に寄せた彼女の論稿のタイ
トルは「リベラル教育とグローバル共同体」

























































































































（Cultivating Humanity: A Classical Defense 
of Reform in Liberal Education, Harvard 






























































































(artes liberales) を修める機会としてあったリベラル教育を、歴史的社会的文脈を無視して、「人を自由にする」(liberating) 
教育という「後付け」の理屈で取り上げるのは問題である。大口邦夫『リベラル・アーツとは何か――その歴史的系譜』さ
んこう社、2014 年、第 7 − 8 章、参照。ヌスバウムはそうした考証と無関係に、リベラル教育のあるべき姿を直観的に洞
察したセネカを顕彰しているのである。
８　この辺りのリベラルな学修についての具体的な提案は、漸く翻訳が出た彼女の『経済成長がすべてか？――デモクラ
シーが人文学を必要とする理由』岩波書店、2013 年、の第 5 章「世界市民」に詳しい。この書物の原題は、Not For Profit: 




































































９　アフリカ系アメリカ人の小説家、文藝評論家、エッセイストであるラルフ・ウォルド・エリスン（Ralph Waldo Ellison, 





























学」（Asian University for Women）。そこで
まとめられたカリキュラム計画書の一節を、
彼女はこの小論の総括でもあるかのように引
用している。
　「カリキュラムのこの部分［人文学］
の全般的な目標は、次のような若い女
性を産み出すことでなければならな
い。すなわち、自力で識見のある考え
方ができ、自分たちの地域の現在の動
向と諸問題についての議論に、一般に
受け入れられている考え方を批判する
力、自分自身の考えと自発性に対する
十分な自信、そして自分とは異なった
考え方をする人びとへの敬意と理解と
をもって参加することができる女性を。
そうした女性が、世界の歴史、世界の
宗教、そしてグローバライゼイション
や他の関連した緊急の諸問題をめぐる
倫理的な討論について広く一般的な知
識を得ること、そこで彼女たちが倫理
的問題に強く目覚めて、その討論の思
慮深い参加者となっていくことは、大
変重要である。同時にまた、こうした
女性たちが想像力を羽ばたかせて、芸
術を通した自己表現を行なったり、あ
ちこちで苦境にある人びとについて独
自の考えをしっかりもつようになるこ
ともまた、大変重要である。」
　深い人間愛と知性を備え、世界の問題解決
に自信とゆとりをもって自ら参加していく女
性たち――その磨かれた人間性の柱となる共
感的な想像力を育む人文学や芸術は、ところ
が実は、深刻な危機に瀕している。アメリカ
の大学で進む費用逓減と職業準備重視の傾向
は、民主的市民精神の土壌であり、この国の
誇りであった人文主義教育を、徐々に干上が
らせているのである。そのことへのヌスバウ
ムの怒りは、この小論では末尾に僅かながら
窺われるだけである。リベラル教育の真価を
毀損する合理化の波に敢然と対峙する彼女の
本領は、註 8 に掲げた近著で遺憾なく発揮さ
れていることを付け加えておきたい。（了）
